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ビジネスパターンによるモデル駆動設計

• ２００７年８月１３日日経BPソフトプレスより発刊

日経ITPR W t h 「ビジネスオブジ クトモデリング道場 に関連ブ• 日経ITPRo Watcher「ビジネスオブジェクトモデリング道場」に関連ブロ
グを執筆中

– http://itpro.nikkeibp.co.jp/article/Watcher/20070828/280551/
• 依田が監修を担当

Copyright 2007 Synergy Research Corporation



パターンの全体像

識別 期日 説明 注釈 分類 ロケ ション

振る舞い
パターン

識別 期日 説明 注釈 分類 ロケーション

通知 実体化した請求権 転記 勘定 照合 価値

（アスペクト指向）

考案者のパラドックス

方針レベル

方針 コミットメント 契約 スケジュール

何が起きるべきか
何が起きるべき

ではないか

タイプ グループ リンケージ 責任 監督

構造
パターン

REA エンティティ REA交換プロセス REAバリューチェーン

リソースの構造
（たとえば部品表）

説明の共有

業務レベル

何が
起きたか

R:リソース

E:イベント
REA変換プロセス

A:エージェント
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REAモデルの例（１）

<<契約>>
販売注文

<<当事者>> <<当事者>>

<<条項>><<条項>>

<<交換の相互依存性>>

方針
レベル

<<減少コミットメント>>
販売明細

<<増加コミットメント>>
支払明細

<<<エージェント>>
銀寿司

<<交換の双対性>>

<<エージェント>>
顧客

<<供給>>

供給

<<受領>> <<受領>>

<<交換の双対性>>

<<減少イベント>>
販売

<<増加イベント>>
現金の受領

業務
レベル

<<リソース>>
現金

<<リソース>>
にぎり寿司

<<供給>>レベル

<<流入>> <<流出>><<予約>> <<予約>>
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カラーUMLとの対応

瞬間・

時間間隔
役割

パー
ティー・

場所・もの

説明カラーUML

ピンク 黄色 緑 青
REA

業務

レベル

リソース ○

イベント ○
構造

パターン

レベル

（REA）
イベント ○

エージェント ○

方針

レベル
タイプ ○

振る舞いパターン

説明 ？

注釈 ？
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バリューチェーン

<<交換プロセス>>
寿司を売る

にぎり寿司

<<変換プロセス>>

にぎり寿司

寿司を握る

現金米 現金米

交換プ 交換プ セ

魚

<<交換プロセス>>
魚を仕入れる

<<交換プロセス>>
米を仕入れる
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受注出荷システムのモデル

注文

注文日
納入日
注文ステイタス

顧客

氏名
住所
メールアドレス

商品

商品名
説明
色

注文明細

商品名
数量
販売単価* * *注文ステイタス

合計注文金額
合計消費税額

メ ルアドレス 色
サイズ
単価

販売単価
注文金額
消費税額

TransactionLineItemTransaction

「トランザクション－トランザクション明細」パターン

・・・・・
・・・・・

* ・・・・・
・・・・・

ItemLineItem

「品目－明細」 パターン

・・・・・
・・・・・

* ・・・・・
・・・・・

ピーター・コード「ビジネスオブジェクトモデリング」に登場するパターンとの対応
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REAモデルの例（２）

<<契約>>
販売注文

<<当事者>> <<当事者>>

注文

<<条項>><<条項>>

<<交換の相互依存性>>

方針
レベル

注文明細

<<減少コミットメント>>
販売明細

<<増加コミットメント>>
支払明細

顧客

<<<エージェント>>
銀寿司

<<交換の双対性>>

<<エージェント>>
顧客

<<供給>>

供給

<<受領>> <<受領>>

<<交換の双対性>>

<<減少イベント>>
販売

<<増加イベント>>
現金の受領

業務
レベル

商品

<<リソース>>
現金

<<リソース>>
にぎり寿司

<<供給>>レベル

<<流入>> <<流出>><<予約>> <<予約>>
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REA交換プロセスパターンのためのドメインルール

• あらゆる増加経済イベントは、交換の双対性にしたがって、１
つの減少経済イベントに関連しなければならない。逆もまた
同様である同様である。

• あらゆる増加経済イベントは、流入流出関係により、１つのあらゆる増加経済イ ントは、流入流出関係により、１つの
経済リソースに関連しなければならない。

あらゆる減少経済イベントは 流入流出関係により １つの• あらゆる減少経済イベントは、流入流出関係により、１つの
経済リソースに関連しなければならない。

• あらゆる経済イベントは、供給関係によって１つの経済エー
ジェントに、また受領関係によって１つの経済エージェントに
関連しなければならな 実行時には れら関連しなければならない。実行時には、これら二つのエー
ジェントが異なる経済的利益を持つ異なるエンティティを表さ
なければならないなければならない。
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REAカードのアイデア

<<エージェント>> <<エージェント>>

<<供給>>

<<受領>>

<<供給>>

<<受領>>

<<減少イベント>> <<増加イベント>>

供給 供給

<<減少イベント>> <<増加イベント>>

<<流出>> <<流入>>

<<リソース>> <<リソース>>
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振る舞いのパターンにおけるアスペクト指向

グル プ
識別子

グループ
識

セットアップ

構造パターン 振る舞いパターン
グループ化

構造パタ ン
（方針レベル）から

振る舞いパタ ン
から

REAエンティティ 識別子
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アスペクトタイプ

識別アスペクト

名前
AutoNumber (Y/N)
U i (Y/N)Unique (Y/N)
Mandatory (Y/N)

1..* 1..*

識別子タイプ

名前

識別子セットアップ
タイプ

名前

識別子セットアップ0 *

<<instanceOf>> <<instanceOf>>

グループ
識別子セットアップ

IDルール

1

0..*

REAエンティティ 識別子

ID文字列

番号シリーズ

最終ID

0..*

0..*

ID文字列 最終ID
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モデル駆動の流れでとらえると

REAはここの話

CIM PIM PSM ソース
コ ド

REAはここの話

コード

public class Hello {
Private a String;

}

設計
実装

設計
実装

設計
実装

品質基準
（ CIMメタモデル）

品質基準
（ PIMメタモデル）

品質基準
（ PSMメタモデル）

Java文法
（ Javaメタモデル）

標準設計実装
ルール

標準設計実装
ルール

標準設計実装
ルール

リポジトリ

REAはここの話でもある

リポジトリー
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